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現在の総合計画について 

 

現在の総合計画は、平成７年度（1995 年度）に事前調査等行い、平成８年度に基本構

想、平成９年度に基本計画と実施計画を策定した。 

 

１ 現総合計画を策定した前後の背景 

 

① 経済環境では 1992 年のいわゆるバブル経済の崩壊により、日本経済は大きな打撃を

受け、先行き不透明な状況に陥っていた。 

② 市民生活では、1995 年（平成 7年）1月に阪神淡路大震災があり、同年３月に地下

鉄サリン事件が起きるなど、市民の安全・安心に対する信頼がゆらぎ、暮らしへの

不安が高まっていた。 

③ 1995 年７月に地方分権推進法が施行され、この前後から地方分権時代への対応が求

められていた。 

④ 人口の減少は、全国レベルでは 2010 年頃と予測されていたが、本市では、1995 年

の国勢調査の結果、すでに人口減少期に入っていることが明確になった。 

          （推計人口では、1992 年（平成４年）が本市のピーク） 

 

２ 成長メカニズムからみた本市の将来的課題  

                         （平成 7年度事前調査） 

本市の成長メカニズムの分析から、明治期から 1980 年（昭和 55 年）頃までは、外的

な要因と「右肩あがり」の経済成長に支えられて発展してきたといえる。 

① 明治期から終戦までは、軍都として国策という外部要因によってその基礎を築いた。 

② 戦後から昭和 40年頃までは、旧軍財産を平和産業やさまざまな都市機能を整えるた

めに転用し、東京大都市圏における独立都市として内的な成長を遂げた。 

③ 昭和 40 年頃から昭和 55年頃までは、輸送用機械器具関連の製造業に支えられた成

長に加え、東京大都市圏の郊外部におけるベットタウンとして急激に人口を増やし

ていった。 

 

しかし、昭和 55 年頃から現在に至るまでは、人々の価値観の多様化に対応するよう

な職・遊・学の機能を備えることへの対応不足や、基幹産業である製造業の変化、より

東京大都市圏に近い都市の成長などにより、低迷期に入っていった。 

 

 

海辺ニュータウン、横須賀リサーチパーク、湘南国際村等

の戦略的プロジェクトへの取り組み 

資料６ 



 2 

３ 将来（21 世紀の第一四半期・2025 年）に向けた基本的課題 

（平成 7年度事前調査） 

① 人々の価値観の多様化に対応できなければ、定住意識を維持できないという困難。 

② バランスのとれた人口構造が維持できないという困難。 

③ 税収の増加が見込みにくい中で、支出も極端に削減できないという財政状況の困難。 

④ 予測困難な社会にあって、安全・安心の確立の困難。 

⑤ これまでの姿勢でまちづくりを展開するだけでは、本市が持つ可能性を発揮するこ

とができないという困難。 

 

４ 将来に向けた課題への対応 

（平成 7年度事前調査） 

① 一人ひとりの市民が実感できる、多様性のある豊かさを追求する姿勢への転換 

モノの豊かさから心の豊かさ中心の発想へ重心を移し、「右肩あがり」の成長メカニ

ズムを転換。 

 

② 横須賀が内包する資源や能力を、自ら成長の源泉としていく姿勢への転換 

本市がもつ国際性・海・緑の自然、新しい文化を創造する可能性といった資源を生

かし、内的な成長を図っていく姿勢への転換。 

 

 

分権時代に相応しい総合計画の策定 

 

 

５ まちづくりの基本的な考え方 

 

将来予測される困難な状況を乗り越え、横須賀が真に豊かで、生き生きとした都市で

あり続けるためには、上記の姿勢への転換を行い、「交流」と「共生」による「創造」

のまちづくりが必要である。            （平成 7年度事前調査） 

 

①「交流」：横須賀が新たな発展の可能性を見出すためには、異なる文化、生活習慣や

新しい情報などと接することが必要になります。人と人、都市と都市があらゆ

る機会を通じて、相互によきパートナーとして影響しあい、実り豊かな活動を

行っていく「交流」が求められます。 

②「共生」：心の豊かさを求めるこれからの時代は、一人一人の個性や異なる価値観を

尊重するとともに、自然環境を大切にすることが必要になります。人と自然、

人と人が同じ空間で生き、存在する「共生」が求められます。 
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③「創造」：都市活力を維持し、持続可能な発展を図るためには、これまでの慣習や概

念にとらわれることなく、常に新しいことに挑戦していく姿勢を持つとともに、

貴重な地域資源を創造的に活用し、他の都市にない魅力を備えることが必要に

なります。新たに考え、決断し、行動する「創造」が求められます。 

（基本構想） 

 

６ 都市像：国際海の手文化都市 

 

横須賀は、国際的な雰囲気、海とみどりの豊かな自然環境、温暖な気候、開国の歴史

や文化遺産に培われ、人と資源によって発展し今日に至っている。 

これからも、これらの地域資源を積極的に活用することによって、科学や芸術など幅

広い分野における国際貢献や、日常生活の中での創造的な活動ができ、世界に向けた情

報発信できる可能性を持っている。 

そこで、本市の持つ象徴的な資源と、崇高な都市の理想を込めて、基本構想では都市

像を「国際海の手文化都市」と表し、「自然環境をはぐくみながら、人々がさまざまな

交流を広げ、豊かでゆとりある安心した生活を実現し、海から世界へ、そして未来へと

開いていく、国際性豊かな感性あふれる文化都市をめざします。」とした。 

（基本構想） 

 

７ まちづくりの基本戦略 

 

都市像の実現と交通渋滞、雇用の場の創出、集客力の確保など直面する大きな課題に

対応していくため、「仕事」と「遊び」と「学び」と「暮らし」のバランスのとれた都

市をめざし、重点的な取り組みを３つの戦略として表した。 

（基本構想） 

① 都市の知的創造性を高める 

② 都市の感受性を豊かにする 

③ 都市のゆとりを生みだす 

 

（現基本計画のまちづくり戦略プラン）  （基本計画） 

（１） 知的創造環境プラン 

（２） 海と緑と文化の回遊プラン 

（３） まちと産業の活性化プラン 

（４） 人と環境にやさしいまちづくりプラン 

（５） 充実のライフステージプラン 
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８ 現基本計画に係る行政評価結果 

 

・ おおむね良好な評価 （中柱４４のうち３９が青評価） 

・ 黄色・赤色評価の柱は、今後の課題 

○ 自然環境の再生と創造による都市空間づくり （２－２） 黄＋ 

○ 高等教育機関などの集積・産業の誘致・起業支援 （２－５） 黄＋ 

○ 既存産業の高度化・転換支援 （２－６） 赤＋ 

○ だれもが働きやすい環境づくり （２－７） 黄＋ 

○ 多様なニーズに対応した良質な住宅づくり （５－８） 黄－ 

 

９ まちづくり戦略プランの取り組み状況   

 

（１）知的創造環境プランでは、横須賀リサーチパークや横須賀情報フロンテイア（情

報化）、県立大学の誘致、総合高校の建設など、ハード系の整備はかなりすすんだ

が、こどもの学力の問題など市民アンケートなどでは満足度が高まっていない。 

 

（２）海と緑と文化の回遊プランでは、ソレイユの丘やヴェルニー公園、猿島公園、美

術館など、本市の代表的な交流拠点が整備された。しかし、にぎわいづくりとい

う点で、活用の面ではこれからの課題である。 

 

（３）まちと産業の活性化プランでは、ハード面では、海辺ニュータウンの成功がある

が、流通業務拠点やポートフロンティアなどは景気の冷え込みとともに実現しな

かった。ソフト面では、近年、企業誘致が一定の成果を出しているが、行政評価

の結果や市民アンケートでは、常に雇用や地域経済そのものの減速に市民の強い

不満が表れている。 

 

（４）人と環境にやさしいまちづくりプランでは、市民協働型まちづくりは着実に根付

きつつあるが、新たに協働から市民自治への進展が課題となっている。また、バ

リアフリーも着実に進めているが、依然として市民の要望は強い。さらに環境問

題については、近年、市民の関心が高まっており、それに応えることが課題とな

っている。 

 

（５）充実のライフステージプランでは、元気っ子プロジェクト、生涯現役プロジェク

ト、健康増進プロジェクトなど、市民に充実した生活を実感していただく施策を

まとめているが、子育て支援などは常に充実を求められている。少子高齢化への

対応として、今後もますます重要になってくる分野である。 
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１０ まとめ 

 

・ 都市基盤や交流拠点、知的環境などのハード整備はかなりすすんだ。 

・ また、ソフト分野でも地方分権のフロントランナーとして高い評価を得るまでにな

った。 

・ 本市のよい環境や特色ある取り組みがメディアに登場する機会が増え、都市イメー

ジがアップした。 

・ 総じて、中核都市としての「存在感」は高まり、新たな活力の「創造」に向けて着

実に歩み出した。 

 

・ しかし、今後も含めて市民の最大の関心は地域経済の活性化と雇用の確保であり、

それにいかに応え、都市の持続可能性を高めていくかが課題である。 

・ さらに、本市の最大の魅力である自然環境についても、本市の生命線として保全・

創出・活用が大きな課題である。 
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1 全国や世界に向けた情報発信 青 青 A a 1
全国や世界への情報発信に向けたあらゆるメディアの積

極的活用
青 A a

2 交流を支える人づくり 青 青 A b 1 交流を支える人材や団体の発掘・育成・活用 青 A b

1 交流の場づくり 青 A a

2 交流の機会づくり
+

黄

+

B
a

1 海上交通の検討と施設整備 青 A -

2 新たな物流拠点の形成と港湾機能の高度化 青 A b

3 首都圏新空港の可能性に向けた検討 - - -

1 広域幹線道路網の整備促進 青 A a

2 公共交通の機能強化 青 A -

3 総合的な交通政策の推進 青 A -

6 情報通信ネットワークづくり 青 青 A a 1 双方向の情報通信ネットワークの形成 青 A a

1 市民生活に潤いをもたらす自然環境の保全 青
+

黄

+

B
b 1 生活に潤いをもたらす自然環境の保全

+

黄

+

B
b

2 自然環境の再生と創造による都市空間づくり
+

黄

+

黄

+

B
a 1 自然環境の積極的再生・創造

+

黄

+

B
a

3 自然豊かな公園の整備 青 青 A a 1 自然豊かな公園の整備 青 A a

4 自然共生型産業としての農漁業の振興 青 青 A b 1 自然共生型産業としての農漁業の振興 青 A b

1 高等教育機関、研究開発機関の集積 青 A b

2 成長が期待できる産業の誘致
+

黄

+

B
a

3 起業家支援
+

黄

+

B
a

1 既存産業の高度化・転換支援
+

黄

+

B
a

既存産業の高度化・転換支援 2 異業種交流の促進
+

黄

+

B
-

3 流通機能の強化
+

黄

+

B
-

1 高齢者、障害者、女性等の就業支援
+

黄

+

B
a

2 勤労者福祉の充実
+

黄

+

B
-

1 中心市街地の都市機能高度化 青 A a

2 地域拠点の形成
+

黄

+

B
a

3 商店街の振興
+

黄

+

B
a

4 市街地高度利用の誘導 青 A a

1
可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の集約・統合

の要請
- - -

2 返還施設の早期転用 - - -

1 子どもの個性や創造性を伸ばす保育、教育の充実
+

黄

+

B
a

2 子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境の形成
+

黄

+

B
a

1 多様な学習ニーズに対応できる場と機会の充実 青 A a

2 地縁にとらわれない交流と連帯の支援 青 A -

3 人づくりのためのしくみづくり 青 青 A b 1
高等教育機関、研究開発機関、企業等の連携による人づ

くり
青 A b

1 地域文化の掘り起こし、継承、振興 青 A b

2 歴史的文化遺産の保存・再生・活用 青 A a

5
多彩な芸術文化を通じた交流による文化の創

造
青 青 A a 1 交流による新しい文化の創造 青 A a

6 美しい都市景観づくり 青 青 A a 1 美しい都市景観づくり 青 A a

1 平和を愛する社会の形成
+

黄

+

B
-

2 人権を大切にする社会の形成
+

黄

+

B
a

3 男女共同参画社会の形成 青 A b

1 すべての人々が安心して利用できる施設づくり 青 A a

2 すべての人々が社会参加できる機会づくり 青 A a

1 総合的な地域福祉システムの確立 青 A a

2 地域福祉サービスの質の向上 青 A a

+

黄

+

黄

+

赤

+

黄

青

青

青

青

青

青

青

-

青

青

青

青

１　平成17年度 行政評価結果一覧（外部評価）

A

A

a

3 総合的な地域福祉サービスの質の向上 青 A a

2 バリアフリーのまちづくり 青

+

B

b

1 すべての市民に開かれた環境づくり
+

黄

+

B
a

4 地域資源を生かした地域文化の振興 青

+

B

a

2 生涯を通じた自己実現の場と機会の充実 青 A a

1
子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境づく

り

+

黄

a

7 だれもが働きやすい環境づくり
+

黄

+

B
a

6
+

黄

a

5
高等教育機関などの集積・産業の誘致・起業

支援

+

黄

+

B
a

5 陸に広がるネットワークづくり 青 A

海に広がるネットワークづくり 青 A b

3 人を呼び込むしかけ・場づくり 青 A青

青

3

個

性

豊

か

な

人

と

文

化

が

育

つ

ま

ち

青 A

1

い

き

い

き

と

し

た

交

流

が

広

が

る

ま

ち

青

2

海

と

緑

を

生

か

し

た

活

気

あ

ふ

れ

る

ま

ち

+

黄

+

B

9
可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の

集約・統合
- - -

+

黄

a

a

8 市街地のにぎわいづくり

a

4

大  柱 中   柱 小   柱

A

a

+

B

a

○平成17年度の外部評価は内部評価で「黄」評価となった中柱について、

　評価を行ったため、小柱単位の外部評価は行っていない。

○網掛けで表示しているものは「黄」、「赤」評価となった「柱」。

○施策の推進が必要な「柱」の評価には「＋」、減速には「－」を付記

　している。

4

(

1

)

健

康

で

や

さ

し

い

心

の

ふ

れ

あ

う

ま

ち

青 A a
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1 総合的な地域福祉サービスを支える人づくり 青 A a

2 総合的な地域福祉サービスを支える場づくり 青 A a

1 地域医療のしくみの確立 青 A a

2 心身の健康維持と健康づくりの推進 青 A a

1 共生のコミュニティ形成への支援 青 A a

2 世代間交流の推進
+

黄

+

B
-

1 避難路やライフラインの強化・多重化
+

黄

+

B
a

2 都市施設などの耐災性の向上
+

黄

+

B
a

3 オープンスペースの確保など市街地の防災対策
+

黄

+

B
-

1 地すべり・がけ崩れ対策 青 A a

2 水害対策 青 A a

3 谷戸地域対策 青 青 A a 1 防災などの谷戸地域対策 青 A a

1 防災体制の整備・拡充
+

黄

+

B
a

2 救援・救護・復旧体制の整備 青 A a

3 避難場所の確保 青 A -

4 自主防災活動の充実、防災意識の啓発 青 A -

1 消防体制の充実 青 A -

2 救急体制の充実 青 A a

3 救助体制の充実 青 A a

1 環境保全対策
+

黄

+

B
a

2 防犯対策
+

黄

+

B
-

3 交通安全対策
+

黄

+

B
a

4 消費者保護対策
+

黄

+

B
b

5 食品・環境衛生対策
+

黄

+

B
-

6 保健・環境に関する試験検査体制の充実
+

黄

+

B
a

1 上水道整備 青 A a

2 下水道整備 青 A a

3 道路整備 青 A a

4 公園整備
+

黄

+

B
a

5 河川整備
+

黄

+

B
a

6 墓地の整備 - - -

7 便利な交通システムの整備 - - -

8 多様なニーズに対応した良質な住宅づくり
—

黄

+

黄

+

B
a 1 多様なニーズに対応した良質な住宅づくり

+

黄

+

B
a

1 ごみ処理対策 青 A a

2 し尿処理対策 青 A -

10 クリーンエネルギーの活用 青 青 A a 1 クリーンエネルギーの活用 青 A a

1 情報公開・情報提供の充実 青 A a

2 個人情報保護の充実 青 A -

1 広聴活動の充実
+

黄

+

B
-

2 市民相談の充実
+

黄

+

B
-

1 市民のまちづくり活動の促進支援 青 A a

2 市民合意による行政運営の推進
+

黄

+

B
a

1 機能的で簡素な組織づくり 青 A -

2 政策立案機能の強化 青 A a

3 創造力、行動力豊かな人材育成 青 A a

4 市民に身近な行政システムの充実 青 A a

1 計画的・効率的な行財政運営
+

黄

+

B
b

2 行政の情報化の推進 青 A a

1 地方分権の推進 青 青 A a 1 地方分権の推進 青 A a

2 広域連携の推進 青 青 A a 1 広域連携の推進 青 A a
青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

青

b2 健全な行財政運営・行政の情報化 青 A

a

1 組織づくり・人づくり 青

A

A a

3 まちづくりへの市民参画
+

黄

+

B

青

青

青

A

a

2 広聴活動の充実
+

黄

+

B
-

1 情報の共有化・個人情報の保護 青

A

a

9 廃棄物処理対策 青 A a

7 快適な暮らしを支える生活基盤整備 青

A

a

4 災害時に対応するための体制整備 青 A a

2 地すべり・がけ崩れや水害の防止対策 青

A

a

1 災害に強い都市構造の構築
+

黄

+

B
a

6 コミュニティへの支援 青

a

5 心とからだの健康づくり 青 A a

4
総合的な地域福祉サービスを支える人づく

り・場づくり
青

a

8
地方分権と

広域連携の

推進

青 A a

7

効

率

的

な

都

市

経

営

の

推

進

青 A

6

市

民

協

働

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

+

黄

+

B
a

5

安

全

で

快

適

に

暮

ら

せ

る

ま

ち

青 A

青

4

(

2

)

a
+

黄

+

B
a6 安心して日常生活を送るための生活環境対策

5 消防・救急・救助体制の充実 a青 A

健

康

で

や

さ

し

い

心

の

ふ

れ

あ

う

ま

ち

青 A a
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（実施）

名称 状況 備考

1 10,000メートルプロムナードの整備促進 ○

2 ボタン園・バラ園の整備（くりはま花の国） ×

3 客船ターミナル施設の整備 ×

4 よこすかマルチメディア工房の開設 ○ マルチメディアコーナー

5 （仮称）猿島公園の整備 ○

6 長井海の手公園の整備 ○ ソレイユの丘

7 臨海公園の整備 ○ ヴェルニー公園

8 北下浦漁港海岸環境の整備 ○

9 障害者就労援助センターの整備 ○

10 家庭支援互助組織（ファミリーサポートセンター）などの検討 ○

11 海辺ニュータウンの整備促進 ○

12 学校体育施設の整備（プール、武道館の整備） ○

13 校庭・校舎等整備 ○

14 教育情報センターの整備 ○ 教育研究所

15 市立高等学校３校の統合の実施 ○

16 地域子育て支援センターの設置 ○ 愛らんど

17 （仮称）北下浦運動公園の整備 ×

18 （仮称）生涯学習センターの整備 ○

19 中央公民館の整備 ○ 生涯学習センターで機能代替

20 市民活動センターの整備 ○ 市民活動サポートセンター

21 （仮称）よこすか情報技術アカデミーの設置 ○ 大学の講座で実施（ＹＲＰ）

22 スチームハンマー移築復元整備 ○ ヴェルニー記念館

23 市立美術館の建設 ○

24 デイサービスセンターの整備 ○

25 障害者福祉センターの改築 ○

26 （仮称）市民病院健康管理センターの建設 ○

27 （仮称）市民健康増進センターの整備 ○

28 （仮称）武山地域自治活動センターの建設 ○

29 （仮称）長沢地域自治活動センターの整備 ○

30 災害対策本部機能をもつ消防局新庁舎の整備 ○

31 （仮称）湘南国際村消防出張所の建設 △ Ｈ２３．４ 開設予定

32 自転車等駐車場の整備 ○

33 小型船舶の簡易な収容施設としてのボートパークの整備 ○

34 マリーナ等の整備 ×

35 衛生試験所の整備 ○

36 公園墓地の拡張整備 ○

37 坂本住宅の建て替え ×

38 高齢者用市営住宅と子世帯のための住宅とのペア住宅の整備 ○ フォレース横須賀

39 （仮称）北処理工場建設事業（再資源化施設の整備、焼却施設の整備） ○

40 市民サービスセンター（役所屋）の整備 ○

（検討）

名称 状況 備考

1 50m公認水泳プール建設の検討 ×

2 西地区に図書館の整備を検討 ×

3 （仮称）開国記念館の整備を検討 △

4 次期 終処分場基本構想策定事業 △

5 三浦半島地域におけるごみ処理施設の広域的整備の検討 △

○：完了、△：着手、×：未実施

＊道路、上下水道、漁港、港湾など基盤系は除く

基本計画の主な事業例に位置づけられた施設整備事業
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現行基本計画で取り組んだ新たな事業（主な事業） 

 
（１）施設整備 

番号 名　　　　　称 開設時期（年月）

1 役所屋 久里浜店 Ｈ13・09

2 役所屋 追浜店 Ｈ14・11

3 コミュニティ・市民活動 安浦コミュニティセンター Ｈ10・04

4 コミュニティ・市民活動 北下浦コミュニティセンター Ｈ12・02

5 コミュニティ・市民活動 武山コミュニティセンター Ｈ13・04

6 コミュニティ・市民活動 鴨居コミュニティセンター Ｈ15・04

7 コミュニティ・市民活動 池上コミュニティセンター Ｈ16・04

8 コミュニティ・市民活動 市民活動サポートセンター Ｈ11・11

9 コミュニティ・市民活動 市民活動サポートセンター久里浜 Ｈ13・09

10 コミュニティ・市民活動 市民活動サポートセンター追浜 Ｈ14・11

11 こども 療育相談センター（はぐくみかん） Ｈ20・04

12 こども 児童相談所（はぐくみかん） Ｈ20・04

13 こども
子育てネットワークの拠点整備（ファミリーサポートセン
ター・愛らんどよこすか・親子サロン・駅前保育所）

Ｈ14・04

14 こども 乳幼児健康支援デイサービスセンター Ｈ15・07

15 こども 子ども虐待予防相談センター設置 Ｈ14・04～Ｈ18・03

16 青少年 青少年会館 Ｈ11・08

17 青少年 北下浦青少年の家 Ｈ12・02

18 青少年 逸見青少年の家 Ｈ13・0１

19 青少年 武山青少年の家 Ｈ13・04

20 青少年 池上青少年の家 Ｈ16・04

21 学校 学校のトイレ改修事業（１系列目） Ｈ10・07～Ｈ16・01

22 学校 大塚台小学校 Ｈ15・04

23 学校 横須賀総合高校 Ｈ15・04

24 学校 県立保健福祉大学の誘致 Ｈ15・04

25 高齢者 北下浦老人福祉センター Ｈ12・02

26 高齢者 池上老人福祉センター Ｈ16・04

27 高齢者 北下浦老人デイサービスセンター Ｈ12・04

28 保健・医療 市民病院・健康管理センター Ｈ11・11

29 保健・医療 うわまち病院開設 Ｈ14・07

30 保健・医療 うわまち病院・南館 Ｈ18・07

31 保健・医療 市立看護専門学校 Ｈ16・04

32 保健・医療 健康増進センター（すこやかん） Ｈ13・01

33 保健・医療 保健所 Ｈ13・01

34 保健・医療 中央健康福祉センター Ｈ13・01

35 保健・医療 健康安全科学センター Ｈ18・02

36 社会教育・文化 天神島ビジターセンター Ｈ11・04

37 社会教育・文化 生涯学習センター（まなびかん） Ｈ13・01

38 社会教育・文化 ヴェルニー記念館 Ｈ14・05

39 社会教育・文化 横須賀美術館 Ｈ19・04

カテゴリー
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40 公園 光の丘公園 Ｈ11・08

41 公園 ヴェルニー公園 Ｈ14・05

42 公園 長井海の手公園ソレイユの丘 Ｈ17・04

43 公園 猿島公園（国からの移譲、園路等整備） Ｈ19・03

44 公園 船舶保管施設等（秋谷） Ｈ14・12

45 公園 ボートパーク（深浦） Ｈ19・04

46 道路・航路 横浜横須賀道路全線開通 Ｈ21・03

47 道路・航路 三浦縦貫道路第１期開通 Ｈ12・03

48 道路・航路 坂本芦名線 Ｈ18・04

49 道路・航路 金谷駿河坂線 Ｈ18・04

50 道路・航路 根岸東逸見線 Ｈ19・09

51 道路・航路 横須賀葉山線 Ｈ20・03

52 道路・航路 猿島航路の再開 Ｈ07・07

53 道路・航路 シャトル・ハイウェイ・ラインの開通 Ｈ16・04～Ｈ１9・09

54 その他 リサイクルプラザ（アイクル） Ｈ13・03

55 その他 市民防災センター（あんしんかん） Ｈ14・04

56 その他 横須賀市産学官交流センター Ｈ13・08

57 その他 よこすか水道　水の広場 Ｈ14・01

58 その他 動物愛護センター Ｈ21・05  
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（２）ソフト事業 

番号 名　　　　　称 開始時期（年月）

1 市政 財政調整基金の設置 Ｈ12・04

2 市政 ISO9001認証取得 Ｈ12・12～H15・12

3 市政 電子入札システム導入（第1回開札） Ｈ13・10

4 市政 行政評価本格的導入 Ｈ14・04

5 市政
インターネットを活用した寄付の導入（緑のよこすかﾁｬﾘ
ﾃｨｸﾘｯｸ）

Ｈ14・10

6 市政 横須賀市コールセンター開設 Ｈ17・09

7 市政 新たな「行政改革大綱」の策定 Ｈ18・04

8 市政 集中改革プランの策定 Ｈ18・04

9 市政 上下水道局お客様料金サービスセンター開設 Ｈ18・05

10 市政 外郭団体白書の作成 Ｈ21・09

11 交流 交流都市推進プランの策定・実施 Ｈ18・03

12 交流 ファーストマイホーム応援制度創設 Ｈ20・07

13 交流 スイートホーム応援制度創設 Ｈ20・10

14 交流 カレーの街よこすか推進事業開始 Ｈ11・05

15 交流 みかさルネッサンス事業 H21・03

16 経済 企業等立地奨励金制度の創設 H15・04

17 経済 地産地消推進事業を開始 H19・04

18 経済 緊急経済対策特別資金の創設 H20・12

19 経済 空き店舗等対策の拡大・強化 H21・03

20 経済 商店街街路灯省エネ電球交換補助の創設 H21・03

21 経済 設備投資特別減税制度の創設 H21・03

22 経済 横須賀プレミアム商品券の発行 H21・03

23 経済 はつらつ長寿応援事業 H21・08

24 コミュニティ・市民活動 市民協働推進補助制度 Ｈ14・04

25 コミュニティ・市民活動 市民公益活動団体支援基金の創設 Ｈ20・04

26 こども
公立保育園で一時保育開始（１園）　（H14.4から１園追加
実施）

H10・06

27 こども 子育て支援センター「親子サロン」開設 Ｈ11・10

28 こども
公立保育園で延長保育開始（２園）　（H20.4から全園実
施）

Ｈ13・04

29 こども 子どもを望む夫婦のための不妊治療費助成制度 Ｈ16・10

30 こども 公立保育園で特定保育開始（１園） H17・07

31 こども 子育てホットラインを開設 Ｈ18・01

32 こども 小児救急医療体制を市立２病院で充実 Ｈ18・07

33 こども 市民病院で「助産師外来」を開始 Ｈ19・10

34 こども 青少年相談センター・教育相談室の統合 Ｈ20・04

35 学校 中学校にネーティブスピーカーを配置 Ｈ10・05

36 学校 各中学校に心の教室相談員を派遣 Ｈ10・11

37 学校 小・中学校の統合 H11・04～

38 学校 横須賀国際教育特区認定 Ｈ15・08

39 学校 横須賀携帯スクールネット開設 Ｈ16・06

40 学校 不登校対策で「スペースゆうゆう坂本」開設 Ｈ16・07

41 学校 学校に防犯カメラの集中的設置 Ｈ19・12～H20・03

42 学校 情報通信技術を活用した教育の推進 Ｈ20・07

カテゴリー
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43 高齢者 高齢者・障害者の財産を守るあんしんセンター開設 Ｈ10・10

44 高齢者 介護保険の特別給付開始（県内初） Ｈ12・10

45 高齢者 高齢者虐待防止センター設置 Ｈ16・04

46 障害者 よこすか就労援助センター開設 Ｈ10・05

47 障害者 知的障害者のための夏休み「ほっとデイサービス」開始 Ｈ16・07

48 安全・安心 消防協力隊誕生 Ｈ10・07

49 安全・安心 原子力軍艦事故防止マニュアル策定 Ｈ12・06～H14・03

50 安全・安心 住宅の耐震補強工事への助成 Ｈ15・04

51 安全・安心 災害情報通信ネットワーク稼動 Ｈ15・07

52 安全・安心 在日米海軍との防災協定締結 Ｈ19・03

53 安全・安心 横須賀高度救助隊を創設 Ｈ19・08

54 安全・安心 市立学校等へのＡＥＤ配備 Ｈ20・03

55 安全・安心 全救急隊に自動心臓マッサージ器を導入 Ｈ20・04

56 安全・安心 「よこすかＡＥＤステーション」制度を創設 Ｈ21・07

57 環境 ISO14001認証取得 Ｈ11・12～Ｈ19・03

58 環境 ごみの分別新ルール開始 Ｈ13・04

59 環境 横須賀市環境マネジメントシステム（ＹＥＳ）導入 Ｈ19・04

60 特色ある条例等 情報公開条例 Ｈ13・07

61 特色ある条例等 横須賀市市民協働推進条例 Ｈ13・07

62 特色ある条例等 横須賀市民憲章 Ｈ13・12

63 特色ある条例等 横須賀市市民パブリック・コメント手続条例 Ｈ14・04

64 特色ある条例等 横須賀市男女共同参画推進条例 Ｈ14・04

65 特色ある条例等
特定建築等行為に係る手続き及び紛争の調整に関する
条例

Ｈ15・02

66 特色ある条例等 横須賀市土地利用基本条例 Ｈ17・07

67 特色ある条例等 適正な土地利用の調整に関する条例 Ｈ17・07

68 特色ある条例等 横須賀市サーチライト等の使用規制に関する条例 Ｈ19・04

69 特色ある条例等 ポイ捨て防止及び環境美化を推進する条例改正 Ｈ19・07

 

 

＜参考＞社会福祉施設の定員等の推移 

825 人 ⇒ 1,740 人 915 人

98 人 ⇒ 1,040 人 942 人

8 人 ⇒ 576 人 568 人

120 人 ⇒ 172 人 52 人

230 人 ⇒ 250 人 20 人

3,090 人 ⇒ 3,690 人 600 人

公立 1,283 人 ⇒ 1,147 人 ▲136 人

民間 1,807 人 ⇒ 2,543 人 736 人

10 箇所 ⇒ 51 箇所 41 箇所

高齢者

障害者

こども

平成９年度末

学童保育

平成21年11月末 増　減

保育所

知的障害者施設

身体障害者施設

グループホーム

老人保健施設

特別養護老人ホーム

施設種別
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現行基本計画で受けた対外的評価 

 
番号 カテゴリー 名　　　　　称 時期（年月）

1 行政 毎日・地方自治大賞特別賞 Ｈ14・03

2 行政 「全国の首長が注目する市町村」全国３位（ＮＨＫ） Ｈ14・04

3 行政 「情報公開都市ランキング」全国１位（週間東洋経済） Ｈ14・12

4 行政 「全国住民サービス番付行政改革度」全国7位（日本経済新聞社） Ｈ15・01

5 行政 「女性が訪ねてみたい港町」全国８位（日本経済新聞社） Ｈ15・06

6 電子自治体 99年日経インターネットアワード地域活性化センター賞 Ｈ11・10

7 電子自治体 社会情報システム貢献賞 Ｈ11・10

8 電子自治体 電子自治体都市ランキング全国１位（週刊ダイヤモンド） Ｈ13・03

9 電子自治体 第１回電子自治体大賞（フジサンケイグループ） Ｈ14・03

10 電子自治体 第３回電子自治体大賞　市・区部門優秀賞（フジサンケイグループ） Ｈ16・03

11 電子自治体 電子入札で世界情報サービス産業機構ＩＴ賞 Ｈ16・05

12 電子自治体 全国広報コンクール「ホームページ部門　入選、読売新聞社賞」 Ｈ16・05

13 電子自治体 インテリジェント自治体2003年世界トップ７ Ｈ16・06

14 電子自治体 全国広報コンクール「ホームページ部門　入選」 Ｈ17・05

15 電子自治体 平成18年度　シンフォニカ統計GIS活動奨励賞 Ｈ19･02

16 電子自治体 2007CRMベストプラクティス賞 Ｈ19･11

17 景観・環境 都市景観大賞「景観形成事例部門」 うみかぜ公園 Ｈ10・10

18 景観・環境 緑の都市賞内閣総理大臣賞 Ｈ11・10

19 景観・環境 蘇る水百選　建設大臣賞　水と緑の交流の場・トンボの王国 Ｈ12・10

20 景観・環境 都市景観大賞「日本の都市景観100選」　横須賀港周辺 Ｈ12・10

21 景観・環境
世界コンクール「花と緑の都市づくり（ネイションズ･イン・ブルーム)」最
優秀賞

Ｈ12・12

22 景観・環境 地球環境大賞優秀環境自治体賞（フジサンケイグループ） Ｈ14・04

23 景観・環境 いきいき下水道賞国土交通大臣賞　横須賀市旧岩戸川ホタルの復元 Ｈ14・09

24 景観・環境 日本の環境首都コンテスト先進事例特別表彰（環境会計） Ｈ15・04

25 景観・環境 三笠公園が「日本の歴史公園100選」に選出 Ｈ18・10

26 景観・環境
馬堀海岸高潮対策護岸整備の手法に対して水辺のユニバーサルデ
ザイン大賞（ＮＰＯ法人ユニバーサルデザイン社会工学研究所）

Ｈ18・10

27 景観・環境 ペリー公園が「日本の歴史公園100選」に選出 Ｈ19・02

28 景観・環境
日本の環境首都コンテスト先進事例特別表彰（環境ナビゲーションシ
ステム）

Ｈ19・04

29 景観・環境
深浦のボートパークに対して水辺のユニバーサルデザイン大賞　特別
賞（ＮＰＯ法人ユニバーサルデザイン社会工学研究所）

Ｈ19・10

30 建築 「横須賀総合高校」神奈川建築コンクール最優秀賞 Ｈ17・10

31 建築 「横須賀美術館」神奈川建築コンクール最優秀賞 Ｈ19・10

32 建築 「横須賀美術館」建築業協会賞受賞 Ｈ20・09   


